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論文審査の結果の要旨 

 本論文は、ベトナムの山岳少数民族の植物による染色を対象とした現地調査を行い、当該地域の近

代化の過程で染色文化がどのように変容しているかを分析し、持続可能な染色植物利用について考察

したものである。民族植物学の領域は、生物学と民族学の融合的な知見が必要であり、前者の視点に

偏りがちであるが、本論文の研究は、衰退する染色植物利用の持続性を高めたいという動機から、社

会科学的な方法を導入して、衰退の原因を考察し、持続のための戦略について考察した意欲的な労作

であり、民族植物学の領域でも先駆的な業績といえる。 

 本論文は、序論を含む全８章から構成されている。第二章では、本研究の背景となる、世界におけ

る天然物による染色の変化と、ベトナムにおける現状が記述されている。第三章では、本研究の特色

である分野複合的な複数の方法論について、考察がなされている。第四章では、民族植物学者として

の豊富なフィールドワークの経験とデータに基づく、ベトナムにおける染色植物の利用状況が詳細に

検討されている。第五章では、本研究において新たに実施した、黒タイ族の２つのコミュニティの染

色植物利用に関するＫＡＰ調査の結果に基づいて、知識、態度、実践の間の相違が分析され、食と衣

における染色植物利用の衰退の状況をより詳細に分析している。第六章では、さらに、２つのコミュ

ニティのＫＡＰ調査の結果の違いから、天然物による染色文化の変容に対してどのような要因が関連

しているかということについて考察がなされている。第七章では、現在のベトナムにおいて天然物に

よる染色がどのような価値を持ちうるのかということについて、科学的な分析も含めた視点から考察

されている。最後に、第八章では、以上の章における分析と考察をもとに、ベトナムの山岳少数民族

が取りうる持続可能な染色植物利用のための戦略として、エスニック・アイデンティティ、生物学的

多様性、そして、天然由来の染色の「安全性」の３つの視点から考察がなされている。特に、「安全

性」にかんしては、世界的に「安全性」へのニーズから、食品の着色料の分野で天然物志向（自然志

向）が強くなっており、これをベトナムの文脈にも持ち込むことで、植物資源を原料とする少数民族

の染色の知識にも、新たな光を当てることができる可能性を論じている。 

 以上のように、本論文の研究では、民族植物学的な研究において、体系的な研究システムが構築さ

れている生物学的な領域に比べて、不十分な形でしか行われてこなかった社会科学的な研究を深化・

発展させ、新たに有効な知見を提供している点で、当該分野の研究の発展に大きく寄与するものであ

る。 

 以上のことから、本論文について、博士（人間科学）の授与にふさわしい内容を備えていると判断

した。 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  


